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以
前
に
一
貫
教
育
委
員
会
委
員
長
と
し
て
、
一
貫
教
育
に
携
わ
っ
て

き
た
な
か
で
、
縦
横
の
充
実
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
が
、
委
員
会
形
式
の
た
め
、
ど
う
し
て
も

無
難
な
調
整
的
役
割
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
側
面
は
否
め
ま
せ

ん
。
ま
た
、
近
年
で
は
、
中
高
一
貫
教
育
や
小
中
一
貫
教
育
が
増
え

る
な
ど
従
来
の
小
中
高
大
の
枠
組
み
を
超
え
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
加
え
て
、
公
立
高
校
等
の
無
償
化
や
少
子
化
に
よ
る
大

学
全
入
時
代
を
迎
え
る
な
ど
、
私
学
に
は
逆
風
と
も
い
え
る
状
況
で

す
。そ

こ
で
、
推
薦
制
度
に
よ
る
学
生
の
送
り
出
し
、
受
け
入
れ
に
と

ど
ま
ら
な
い
、
有
機
的
な
連
携
に
よ
る
同
志
社
一
貫
教
育
の
確
立
・

深
化
を
目
的
に
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

私
自
身
も
、
一
般
入
試
や
指
定
校
推
薦
な
ど
で
大
学
か
ら
同
志
社

に
入
学
し
て
く
る
学
生
・
留
学
生
等
や
、
法
人
内
各
学
校
で
同
志
社

教
育
を
受
け
て
き
た
推
薦
学
生
な
ど
、
様
々
な
土
台
を
も
つ
学
生
達

が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
共
に
学
び
、
競
い
助
け
合

う
こ
と
が
、
同
志
社
の
目
指
す
人
物
養
成
に
は
欠
か
せ
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

現
在
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
貫
教
育
委
員
会
の
事
業
を
継
承
す
る

と
と
も
に
、
中
長
期
目
標
に

・
同
志
社
ら
し
い
一
貫
教
育
の
探
求

・
同
志
社
の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化

・
法
人
内
情
報
の
共
有

　
同
志
社
一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ
ー 

所
長　

大お
お
久く

保ぼ 

雅ま
さ
史し

一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ
ー（
以
下「
セ
ン
タ
ー
」

と
い
う
。）
は
、
２
０
１
９
年
に
新
設
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
機
関
誌hitohito-Li

に
て
、
セ
ン
タ
ー

の
取
組
み
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
同

志
社
時
報
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
サ
イ
ト
を
活
用
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
セ
ン
タ
ー
の

設
立
経
緯
・
目
的
、
取
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

私
は
、
２
０
０
４
年
に
大
学
工
学
部
（
現
、
理

工
学
部
）
に
着
任
し
ま
し
た
が
、
着
任
当
時
か
ら

同
志
社
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
創
立
者
新
島
襄
の
宿
志
に
根
差
し
た
教

育
事
業
を
連
綿
と
遂
行
で
き
て
い
る
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
同
志

社
は
２
つ
の
大
学
、
４
つ
の
中
学
校
・
高
等
学
校
、
２
つ
の
小
学
校
、

そ
し
て
幼
稚
園
を
有
し
て
い
ま
す
が
、
幼
稚
園
か
ら
大
学
に
至
る
ま

で
、
幼
児
、
初
等
、
中
等
、
高
等
教
育
の
各
段
階
で
建
学
の
精
神
と

も
言
え
る
良
心
教
育
が
語
ら
れ
、
教
学
に
根
付
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
法
人
内
各
学
校
が
自
治
自
立
の
も
と
で
、
同
志
社
教

育
を
推
し
進
め
て
き
た
努
力
と
輝
か
し
い
歴
史
が
な
せ
た
結
果
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
縦
と
横
の
連
携
に
よ
る
取
組
み
と
し
て
は
、
同
志

社
一
貫
教
育
委
員
会
が
実
施
し
て
き
た
合
同
学
校
説
明
会
、
研
修
・

交
流
会
や
相
互
の
授
業
見
学
会
が
主
だ
っ
た
も
の
で
し
た
。
私
自
身
、
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・
新
た
な
学
び
の
展
開

・
１
５
０
周
年
記
念
事
業
と
の
連
携

な
ど
を
据
え
て
、
様
々
な
取
組
み
を
検
討
・
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
実
現
に
は
、
教
職
員
は
も
と
よ
り
、
卒
業
生
、
保
護
者
を
は

じ
め
、
同
志
社
に
関
係
す
る
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
が
必
須
で
す
。

ぜ
ひ
と
も
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

「
法
人
内
高
校
生
の
同
志
社
大
学 

科
目
履
修
」
に
つ
い
て

法
人
内
高
校
生
が
高
校
在
学
中
に
同
志
社
大
学
の
正
課
科
目
を
履

修
す
る
こ
と
が
２
０
２
３
年
度
か
ら
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
取
組
み
は
法
人
内
高
校
生
が
、
早
期
に
大
学
教
育
に
触
れ
る

こ
と
で
、
学
習
意
欲
の
向
上
や
よ
り
高
い
目
的
意
識
を
も
っ
て
の
大

学
進
学
に
つ
な
が
り
、
一
貫
教
育
の
更
な
る
深
化
と
連
携
強
化
、
ひ

い
て
は
同
志
社
の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
に
も
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

昨
今
の
情
報
技
術
の
発
展
に
伴
い
、
大
企
業
の
約
半
数
が
経
営
企

画
や
製
品
企
画
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
デ
ー
タ
を
活
用
、
約
２
割
が

さ
ら
に
高
度
な
Ａ
Ｉ
や
機
械
学
習
技
術
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
利
用
、
加
え

て
、
大
企
業
の
約
５
割
が
デ
ー
タ
分
析
専
門
の
部
署
を
置
い
て
い
る

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
現
代
社
会
に
お
け
る
デ
ー
タ
の
利
活
用
は
急

速
に
広
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
自
分
は
文
系
で
あ
る

か
ら
と
言
っ
て
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
は
無
関
係
で
い
ら
れ
る
時

代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
デ
ー
タ
分
析
に
関
す
る
知
識
技

能
は
、
現
代
の
「
読
み
・
書
き
・
そ
ろ
ば
ん
」
で
あ
り
、
社
会
人
基

礎
力
と
し
て
必
要
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

そ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
今
回
履
修
対
象
科
目
と
な
る
「
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
概
論
」
は
、「
同
志
社
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｄ
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
）」
に
お
け
る
必
修
科
目
で
あ
り
、

数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
概
論
的
な
リ
テ
ラ
シ

ー
レ
ベ
ル
の
講
義
で
す
。
そ
の
た
め
、
高
校
生
に
と
っ
て
も
取
組
み

や
す
く
、
か
つ
前
提
知
識
を
必
要
と
せ
ず
、
デ
ー
タ
分
析
に
関
す
る

基
本
的
な
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
当
該
科
目
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
授

業
で
あ
り
、
高
校
の
授
業
や
課
外
活
動
へ
の
影
響
も
少
な
く
、
法
人

内
高
校
生
に
と
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
い
科
目
で
す
。
さ
ら
に
、

大
学
入
学
後
に
は
各
学
部
に
お
け
る
「
入

学
前
単
位
認
定
」
制
度
の
適
用
が
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。 

今
後
３
年
間
の
試
行
的
段
階
で
は
１
科

目
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
が
、
本

取
組
み
は
、
一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ
ー
の

提
言
（
同
志
社
社
報
臨
時
２
０
２
０
―
４

号
）
を
踏
ま
え
、
八
田
総
長
・
理
事
長
か

ら
植
木
大
学
長
に
要
請
が
な
さ
れ
実
現
し
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よ
う
に
自
主
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
教
育
に
関
す
る
研
究
や
活

動
を
一
層
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
、
英
知
を
結
集
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
同
志
社
教
育
の
一
層
の
深
化
に
つ
な
が
る
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

同
志
社
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
イ
ト

（https://doshisha-vision2025.jp/ddash/

）
か
ら
一
部

引
用
し
て
い
ま
す
。

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
も
、
一
貫
教
育
が
よ
り
一
層
充
実

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

「
教
職
員
に
よ
る
自
主
的
研
究
会
」
に
つ
い
て

セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
た
２
０
１
９
年
以
降
、
毎
年
教
職
員
の
申

請
に
基
づ
き
、
セ
ン
タ
ー
で
選
考
の
上
、
多
く
の
自
主
的
研
究
会
を

支
援
し
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
主
に
幼
稚
園
児
・
小
学
校
低
学
年
児
童
・
留
学
生
を
対

象
と
し
、
日
本
語
及
び
英
語
で
新
島
襄
の
生
涯
と
そ
の
志
へ
の
理
解

を
深
め
ら
れ
る
教
材
開
発
を
目
指
す
「
七
五
三
太
（Shim

eta

）
の

会
」
や
数
学
・
算
数
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
や
授
業
改
善

に
つ
い
て
、
同
志
社
一
貫

教
育
の
観
点
か
ら
研
究
す

る
「
同
志
社
数
学
・
算
数 

教
育
研
究
会
」
な
ど
で
す
。

私
学
同
志
社
と
し
て
、

建
学
の
精
神
の
も
と
で
各

学
校
に
お
い
て
、
多
様
な

人
物
を
養
成
で
き
て
い
る

こ
と
は
、
多
く
の
教
職
員

の
努
力
の
賜
で
す
。
こ
の

七五三太（Shimeta）の会研究成果
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